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2号館 3階 口頭発表3 

座長/頁 白井祐浩 P.1「8 

発表者 0「0a十3 玖村奈美(連名) 

タイトル 愛着スタイルがネガティブな反すうに及ぼす影響と認知的共感性の緩衝効果の検討 

4号館 2階 口頭発表4 

座長/頁 三浦文子 P.「20 

発表者 0「0a十4 三浦直樹 

タイトル 専修学校におlナるメンバーズセッションのあるエンカウンターグループ 

4号館 2階 口頭発表5 

座長/頁 大石英史 P.「22 

発表者 0「0a十5 三国牧子(連名) 

タイトル 宿泊型グループワークの魅力 
ーPCA乗鞍の参加者の声から- 

4号館 2階 口頭発表6 

座長/頁 金子周平 口.「24 

発表者 〇〇〇a「-6 南陽子(連名) 

タイトル キャリアコンサルティングへのPCAGIP法導入の意義と課題 

4号館 2階 口頭発表7 

座長/頁 原口芳明 P.126 

発表者 ○○0a「-7 春日作太郎 

タイトル 対人場面にお(ナる「通じる」ことに及ぼす主体としてのからだの在り方 
ー竹内敏晴の「共生態」の視点から- 

4号館 2階 口頭発表8 

座長/頁 高橋紀子 P.「28 

発表者 0「0a十8 菊月 紗希 

タイトル 女子大学生におけるぬいぐるみを抱くことによる抑うつ及び状態不安の変化 

4号館 3階 口頭発表9 

座長/頁 日登唐子 P.「30 

発表者 0「0a十9 小松原智子 

タイトル 自己理解の姿勢を育む 
ーフォーカシンク的アプローチを活かしたキャリア教育の実践- 

4号館 3階 口頭発表○○ 

座長/頁 寺田道夫 P.132 

発表者 O「0a「-「0 土井晶子 

タイトル 企業に「元気」を取り戻す 
ーポジティブメンタルヘルスの実践と課題- 

4号館 3階 口頭発表「1 

座長/頁 石田妙美 P.「34 

発表者 010a十「「 濱野清志 

タイトル 内丹のI心理学 

4号館 3階 口頭発表「と 

座長/頁 末武康弘 口.「36 

発表者 〇〇〇a「-「2 中田行重(連名) 

タイトル “パーソン・センタードとは何か 
ーその輪郭の明確化に向けて(1)- 
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企業に「元気」を取り戻す
一ポジティブメンタルヘルスの実践と課題一

土井晶子
神戸学院大学

keywo「d :ポジティブメンタルヘルス、工ンパフメント、 「強み」

9二30へ10:30

座長:寺田道夫

I 問題と目的

発表者は、年間10-20同程度、企業の管理職・労働

者、ならびに産業保健スタッフを対象としたメンタル

ヘルス研修を行っている。主なテーマはセルフケアや

ラインケアであり、管理職傾聴研修やコミュニケー

ション研修などという名称での実施も多い。これらの

研修は、厚生労働省の定める「労働者の健康の保持増

進のための指針」 (2002年策定、 2015年11月改正)に

もとづく「教育研修・情報提供」の一環として実施が

求められているものである。これらの研修では、スト

レスへの気づきと対処(セルフケア)および労働者へ

の相談対応(ラインケア)が中心であり、その主たる

目的は「メンタル不調の予防と早期対応」である。

しかし近年、発表者はこの「従来型」の研修は、職

場の実情と合わないのではないかと感じている。人手

不足やそれに伴う過重労働など厳しさを増す職場環境

では、これらの研修で重視されている「セルフケア」

がむしろ、職場に起因する問題を個人の責任にすり替

えるリスクがあると思われるためである。心理職は本

来、弱者の立場を守るべきはずの存在であるのに、い

つの間にか経営サイドの片棒を担がされているのでは

ないだろうか。

このような疑問を抱えはじめたときに出会ったの

が、 「ポジティブメンタルヘルス」 (島津, 2011他)と

いう概念である。これは個人や組織の「強み」に焦点

を当て、より元気にいきいきと働けることを目標とし

たエンパワメントのためのメンタルヘルスであり、従

来型を「守り」のメンタルヘルスとするなら「攻め」

のメンタルヘルスと言われている。

ポジティブメンタルヘルスのための取り組みとして

は、 「健康いきいき職場作り」 (川上, 2014)、ワーク・

ェンゲイジメント(SchautelietaL,2002)についての

e-leaming (金原他2012)、コミュニケーションスキ

ル(アサーションやコーチング)訓練(金原他,

2012)、認知行動療法(川上, 2013)どが試みられて

いる。しかしこれらは管理職を含めた同一職場・企業

の労働者全体を対象にしており、産業保健スタッフに

特化したポジティブメンタルヘルス研修の報告は見ら

れない。

発表では、これまで実施してきた産業保健スタッフ

のためのポジティブメンタルヘルス研修について報告

し、参加者から得られたフィードバックを紹介する。

あわせて、実施にともなって明らかになってきた課題

についても検討する。

Ⅱ 研修の実際

上研修内容

研修時間は通常、 90分へ2時間である。対象者は産

業保健スタッフ(看護師、保健師、人事担当者等)の

場合は所属・年齢・キャリアはばらばらである。これ

まで担当した研修はすべて単発の研修であった。

前半はポジティブメンタルヘルスおよびポジティブ

心理学についてのミニ講義、後半を体験型のワークと

した。講義をただ聴くだけでは記憶に残りにくい。ま

た、実際に自分が体験してみることで、研修という限

られた時間でも変化が起こることを実感してもらうこ

とがねらいである。ワーク内容としては、 「ポジティブ

フィードバック」、 「感謝の手紙」 (Ben-Shafer, 2009),

「たいのつぶやき」 (森川 2015)、 AI (Appreciative

Inquiry)のハイポイント・インタビューなどを組み

合わせて行ってきた。

2.受講生のフィードバック

受講生の反応はおおむね非常に良好であった。研修

では時間が経過するにつれ、受講生の表情が明るくな

り、笑い声が上がっていた。感想の自由記述では、 「元

気が出た」、 「自分にプラスになった」、 「前向きになれ

る/自信が持てる」などが多くみられた。これらはつ

まり、ポジティブメンタルへ)レスを目的としたワーク

が、従来型の研修が目指していた「セルフケア」をも

カバーできるということを示している。 「自分の職場

で取り入れてみたい」、 「もっとこういう体験ができる

研修を増やしてほしい」というコメントも目についた○
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Ⅲ 考察

近年の厳しい職場環境のもとでは、従来型の「マイ

ナスを減らす」ことを主眼とした研修だけでは不十分

である。労働者自身が、今の経済状況ではある程度、

ストレスが多い環境はやむを得ないとも考えている一

方で、 「だから何をやってもムダ」という無力感を抱

えているようにも見えるからである。このような状況

においては、をかなか減らすことが難しい「マイナス」

よりも、今ある資源、すなわち「強み」を活かすこと

をエンパワメントにつなげるという「プラス」に注目

するポジティブメンタルヘルスが受け入れられやすい

といえるだろう。また、産業保健スタッフは職場のメ

ンタルヘルスの担い手である。産業保健スタッフにポ

ジティブメンタルヘルスを理解してもらい、使える

ワークを伝えていくことは、職場の労働者にポジティ

ブメンタルヘルスを拡大していくことにつながるだろ

う。ひいては、企業が元気を取り戻すことにつながる

ことが期待できる。

現状の課題は二点ある。まず、効果検証である。こ

れまでの取り組みがすべて単発研修であったため、単

発研修での効果がとれほど継続するのかを検討するこ

と、継続的な介入を行える機会を探し、単発研修との

効果の違いを検証することが必要であろう。

さらなる課題は、ポジティブメンタルヘルスという

考え方が、価値観の一方的な押しつけになりかねない

という懸念である。一見、やる気を引き出したりエン

パワメントにつながったりとよいことずくめのように

見えるが、 「働く」ことについての価値観は人それぞ

れである。仕事にどの程度やりがいを求めるのかは人

によって違う。また人生のそれぞれの時期において、

個人にとっての仕事の比重も変わってくる。全員を同

じ方向に、同じ価値観に向かわせるのではなく、ひと

りひとりの価値観や強み、ライフステージに応じた「ポ

ジティブメンタルヘルス」はどうあるべきかについて、

検討していく必要があるだろう。
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